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寄付金の使われ方

１年に１度、一世帯当たり500円を目安としたご支援をお願いしています。１年に１度、一世帯当たり500円を目安としたご支援をお願いしています。

日赤大分県支部って？

※令和２年度数値は、令和２年２月末時点での見込額

チャリティ
ボックス

いざという時に、助け合える社会にしたいから。人が人を想う気持ちを
チカラに変えて、赤十字は「安全・安心」な社会づくりに貢献します。

日本赤十字社に
ご協力をお願いします

安心して暮らせる社会のために●学生による
　ボランティア活動
●気づき、考え、
　実行する

●救護訓練
●救援物資の備蓄
　（緊急セット/安眠セット
    /毛布）

●ボランティアと共に
　必要な物資を準備
●陸、海、空、様々な
　手段で被災地へ！
●救援物資の配付

●救護所の設置、治療
●巡回診療
●薬の処方

日本赤十字社東京都支部

●ボランティアと共に
　救急法等を普及
　（心肺蘇生、AED他）

●防災セミナー
　（応急手当、搬送他）

●防災教材の開発

●献血
●血液の供給
●地域での医療提供

あなたの街の赤十字

助け合いの心を育む 避難所の環境改善 こころのケア活動ケガや病気から命を守る

命と健康を守る講習 災害に備え訓練や備蓄 救援物資を運ぶ・配付する ケガや病気をされた方の診療

私たちの東京

●ボランティアによる
　避難所での炊き出し
●見回りと声かけ
●健康体操の実施
●段ボールベッド設置
●給水所の設置
●保健・衛生管理

●被災された方々を
　心理的・社会的に
　サポート

災害救護活動
（被災地支援・救護資機材の整備・

防災セミナーの開催など）

45円
救急法や

幼児安全法などの
講習会の開催
43円
赤十字

ボランティアの
活動
20円

青少年赤十字
（JRC）の活動
39円

社会福祉活動費/
血液事業費

基盤整備交付金・
補助金支出
22円

国際開発協力
事業費分担金
日赤本社への送金
（社資の15％）
67円

指定事業地方振興費
（市町村への救護資機材整備）

/積立金支出
75円

18市町村の
赤十字窓口で
事務や事業を

行うための交付金
59円

社資募集や
広報活動
37円

庁舎や事務用機器の
管理・光熱費・
社会保険料など
93円

令和元年度決算を
もとに算出

（災害義援金は含みません）

500円換算
（一世帯当たりの目安額）

支出総額
206,181,586円

県民の皆さまへ 日本赤十字社大分県支部　支部長　広瀬　勝貞

　昨年は、コロナウイルス感染症が流行し、全国の赤十字が一丸となって、横浜港のクルーズ船への救
護班派遣や、差別をなくすための啓発活動を行いました。このような未曾有の事態のなか、豪雨災害が
九州を襲い、当支部では、医療救護班を熊本県に派遣したほか、県内の被災市町へ救援物資を輸送しま
した。その後も、被災された方々への支援として義援金を募り、約2億4千万円を県内で被災された方々
へお届けいたしました。
　こうした赤十字の「いのちと健康を守る」活動ができますのも、皆様からのあたたかいご支援の賜物
と心より感謝申し上げます。本年度も、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日赤大分県支部は、赤十字病院でもなく血液センターでもない、赤十字の基幹とな
る施設です。災害時はもちろん、平時においても、救急法講習や防災セミナーの開
催、赤十字ボランティアや青少年赤十字の育成など、様々な事業を行っています。
　一方で、災害発生時には、赤十字病院と血液センターの職員も救護班の要員とな
り、赤十字職員一丸となって被災者支援を行います。

毎年2,000円以上を寄付して、会員加入を承諾して下さる方には、『赤十字会員』として登録
させていただきます。（日赤大分県支部より意思確認のはがきを送付します。） 10年前と比べると自治会

を通していただく寄付が
約2,200万円少なくなっ
ています。
自治体を通していただく寄付
の他に法人や個人からの高額
寄付（20万円以上）などがあ
ります。

1億1千万円

1億2千万円

1億3千万円

1億4千万円

1億5千万円

R２年度H27年度H22年度

赤十字に寄せられる自治会を通していただく寄付金の推移

1億4,500万円

1億3,200万円

1億2,300万円

１年に１度５００円のご支援で
被災者へタオルとバスタオルを提供できます

１年に１度５００円のご支援を３年続けると
被災者へ毛布を提供できます

１年に１度５００円のご支援を５年続けると
非常用炊飯袋を３５０人分提供できます

※緊急セットとは、携帯ラジオ、懐中電灯、マスク、歯ブラシ、絆
創膏など非常時に役立つ24品目が入っているセットです。

１年に１度５００円のご支援を１０年続けると
被災者へ緊急セットを提供できます

たとえば・・・
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いざという時に、助け合える社会にしたいから。人が人を想う気持ちを
チカラに変えて、赤十字は「安全・安心」な社会づくりに貢献します。

日本赤十字社に
ご協力をお願いします

安心して暮らせる社会のために●学生による
　ボランティア活動
●気づき、考え、
　実行する

●救護訓練
●救援物資の備蓄
　（緊急セット/安眠セット
    /毛布）

●ボランティアと共に
　必要な物資を準備
●陸、海、空、様々な
　手段で被災地へ！
●救援物資の配付

●救護所の設置、治療
●巡回診療
●薬の処方

日本赤十字社東京都支部

●ボランティアと共に
　救急法等を普及
　（心肺蘇生、AED他）

●防災セミナー
　（応急手当、搬送他）

●防災教材の開発

●献血
●血液の供給
●地域での医療提供

あなたの街の赤十字

助け合いの心を育む 避難所の環境改善 こころのケア活動ケガや病気から命を守る

命と健康を守る講習 災害に備え訓練や備蓄 救援物資を運ぶ・配付する ケガや病気をされた方の診療

私たちの東京

●ボランティアによる
　避難所での炊き出し
●見回りと声かけ
●健康体操の実施
●段ボールベッド設置
●給水所の設置
●保健・衛生管理

●被災された方々を
　心理的・社会的に
　サポート

日本赤十字社大分県支部



法　人個　人
措置の内容区　　分 適用期間

所得税の控除 通　年

通　年相続税の非課税

◆支援型自動販売機の設置を推進しています

表彰制度

法人による日赤大分県支部への寄付実績 （※義援金は含みません）

　売上の一部が日本赤十字社に寄付される自動販売機です。振込などの事務手続きは業者が行
うので、手間がかかりません。是非ご検討ください。

大分県設置台数36台（28法人/令和3年３月時点）※敬称略

設置していただける

法人を募集しています
！

法　人個　人
種　　　類 表彰基準額

銀色有功章

金色有功章

日本赤十字社社長感謝状

厚生労働大臣感謝状

紺綬褒章

20万円以上50万円未満

50万円以上

金色有功章受章後50万円以上

一時に300万円以上1,000万円未満※

一時に1,000万円以上※

種　　　類 表彰基準額

日
本
赤
十
字
社
か
ら

国
か
ら

日
本
赤
十
字
社
か
ら

国
か
ら

支部長表彰状・感謝状

銀色有功章

金色有功章

日本赤十字社社長感謝状

厚生労働大臣感謝状

紺綬褒章

10万円以上20万円未満

20万円以上50万円未満

50万円以上

金色有功章受章後50万円以上

一時に100万円以上500万円未満※

一時に500万円以上※

税制上の優遇措置

措置の内容寄付の内容 適用期間

通　年（ ）

※条件を満たせば分納も可能

◆大分市 大分交通(株)　(株)トキハ（わさだタウン2台）　（学）渡邊学園大分国際情報高等学校
 （株）三信工業　B・F・Cコーポレーション(株)　(株)サンフォーレス　(株)輔仁薬局（4台）
 (株)利根建設　(株)伊予銀行 大分支店　（福）暁雲福祉会 ウィンド
 県立病院精神医療センター　大分赤十字病院（３台）
◆別府市 佐藤石松商店 ◆日田市　日田清掃（有） ◆宇佐市　三和酒類(株)（2台）
◆中津市 (株)昇栄　（医）澄心会 中津皮膚科
◆佐伯市 興人ライフサイエンス（株）佐伯工場　　(有)サンワ技研　　(有)ラビアンローゼ
◆竹田市 （医）孝寿会 伊藤医院　（有）ベネッツ（2台）
◆由布市 （福）護念福祉会 由布川保育園　（合）ぼちぼち ノーサイド　（福）若山会 特別養護老人ホーム若葉苑
◆杵築市 (福)みのり村 白萩園　　◆九重町　くじゅうやまなみ牧場(株)　　七福(株)

令和２年度は、1,800を超える法人様に、総額3,600万円以上のご支援を賜りました。
なお、法人名の掲載をご承諾いただいた法人様の一覧は、当支部ホームページよりご覧いただけます。
誠にありがとうございました。

法人税の控除
（指定寄付金）

４月～９月
※募集金額に
制限があります

寄付金の全額（ただし、上限
は寄付者の年間所得総額の
40％）から2千円を差し引い
た額が、寄付者の年間所得総
額から控除されます。

寄付した相続財産の価格は、
相続人が納めるべき相続税の
課税価格に算入されません。

寄付金の全額が、法人の寄付
金損金算入限度額にかかわら
ず、損金の額に算入されます。

法人の通常有する寄付金の損
金算入限度額とあわせて、別枠
で算出した特定公益増進法人
に対する寄付金の損金算入限
度額が損金に算入されます。

法人税の控除
特定公益増進
法人に対する
寄付金



大分県支部

大分赤十字病院
〒870-0033 大分市千代町3丁目2-37
TEL（097）532-6181 ・ FAX（097）533-1207
http://www.oitasekijyuji.jp/

　令和３年11月11日（木）、大分県立総合文化センターiichiko
グランシアタにて、九州八県赤十字大会が開催されます。
　九州八県赤十字大会は、毎年、九州各県持ち回りで開催され
ており、赤十字社へ特に功労のあった方々へ対し、日本赤十字
社名誉副総裁である宮妃殿下より赤十字有功章が授与されま
す。
　大分県支部では、上記大会で有功章等をご受章いただく個
人・法人を募集しております。受章基準は下記のとおりです。
是非ご検討ください。

ヨヤク　イコー

日赤大分 検索

様々なシチュエーションでのご寄付が増えております。赤十字では、弁護士や税理士などの専門機関と協定を結びいかなるご相談もお受けできますのでお気軽にお問い合わ
せください。※日赤へのご寄付には、税制上の優遇措置がございます。

赤十字3施設の情報をリアルタイムで発信中！「赤十字大分 Facebook」で検索して、いいね！をお願いします。

令和3年度予算が承認されました

受章者・法人募集
九州八県赤十字大会

　第２回日本赤十字社大分県支部評議員会が２月４日（木）に大
分市で開催されました。副支部長をはじめとする評議員が出
席、当支部の令和３年度予算が承認されました。

【九州八県赤十字大会での受章（彰）基準】

募集期間：令和3年7月末日まで

種　　　類 寄付基準額

銀色有功章

金色有功章

日本赤十字社社長感謝状

20万円以上50万円未満

50万円以上

金色有功章受章後50万円以上

ご寄付のご相談は、日赤大分県支部またはお住まいの市町村の赤十字窓口へ
市町村の赤十字窓口一覧

大分県赤十字血液センター
〒870-0889 大分市大字荏隈717-5
TEL（097）547-1151 ・ FAX（097）547-1141
https://www.bs.jrc.or.jp/bc9/oita/

献血ルーム・わったん
〒870-1198 大分市大字玉沢字楠本755番地の1
「トキハわさだタウン」3 街区2 階
TEL（097）574-6822 ・ FAX（097）542-5777
予約専用　　0120-489-150

大分市千代町2丁目3番31号
TEL（097）534-2236 ・ FAX（097）533-6795

「日赤おおいた」のバック
ナンバーは、こちらから
ご覧になれます。

歳 出
235,068千円
歳 出

235,068千円

災害救護事業費
（救護資機材の整備、
防災セミナーの実施、
被災地支援等）
22,825千円

社会活動費
（各種講習普及事業・
青少年赤十字事業など）
53,293千円

指定事業
地域振興費
（市町村への
救護資機材の整備）
1,100千円18市町村の

赤十字窓口への
交付金支出
24,570千円

社資（寄付金）募集・
広報活動費
22,492千円

積立金支出
38,959千円

総務管理経費
（社会保険料、

光熱費・通信費など）
35,909千円

資産取得及び
資産管理費
（庁舎管理）
4,172千円

日赤本社への
送納金支出
28,728千円

その他事業費
3,000千円

国際活動費
20千円

歳 入
235,068千円
歳 入

235,068千円

社資（寄付金）収入
195,000千円

前年度繰越金
26,000千円

雑収入
7,215千円

資産収入
3千円

繰入金収入
4,690千円

補助金及び
交付金収入
2,160千円

市町村名
大 分 市
別 府 市
中 津 市
日 田 市
佐 伯 市
臼 杵 市

赤十字窓口
市役所　福祉保健課
市役所　高齢者福祉課
市役所　福祉政策課
市役所　社会福祉課
市役所　社会福祉課
市役所　福祉課

市町村名
由 布 市
国 東 市
姫 島 村
日 出 町
九 重 町
玖 珠 町

赤十字窓口
市役所　福祉課
市役所　福祉課
社会福祉協議会
町役場　福祉対策課
社会福祉協議会
町役場　福祉保険課

赤十字窓口
市役所　社会福祉課
市役所　社会福祉課
市役所　社会福祉課
市役所　福祉事務所
市役所　福祉課
市役所　社会福祉課

市町村名
津 久 見 市
竹 田 市
豊後高田市
杵 築 市
宇 佐 市
豊後大野市

あなたの想いを赤十字に
○お誕生日や長寿のお祝いに　○香典のご寄付　○相続財産のご寄付　○遺言によるご寄付（遺贈）


